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 苫小牧道路事務所はインフラＤＸ・i-Construction先導事務所に位置づけられており、高規

格幹線道路である日高自動車道における改築事業において、建設ＤＸの取組み意識が浸透して

いる。本稿では、建設ＤＸの道路維持管理段階でのＧＩＳプラットフォームの将来利用を念頭

に、女性視点から考えたクラウド型ＧＩＳサービスの利用等の改築事業での知見を報告する。 

 

キーワード：インフラDX、i-Construction、先導事務所、クラウド、GIS  

 
 
１．はじめに 

 

 人口減少と少子高齢化の急速な進展に伴って生産

年齢人口が減少する中、建設業において技術者の確

保が困難となっており、建設産業の担い手確保・育

成に向けて、建設業等の働き方改革の実現は急務と

なっている。この社会環境の変化に対応すべく、建

設ＤＸの先導事務所に位置づけられた苫小牧道路事

務所は、次の６項目を主眼に取り組みを進めている。 

(１)遠隔臨場･フル電子納品(オンライン電子納品） 

(２)ＩＣＴ施工 

(３)ＢＩＭ／ＣＩＭ 

(４)３次元点群データ 

(５)地理情報システム（GIS：Geographic  

Information System、以下ＧＩＳと記述） 

(６)ゼロカーボン（カーボンニュートラル） 

 このうち本論文では、ＧＩＳについて入門とも言

えるGoogleマイマップ1)（以下、マイマップと記

述）の実践から、建設ＤＸのＧＩＳプラットフォー

ムを意識したArcGIS Online2)の活用検討に至るま

での取り組み事例を紹介する。 

 

２． ＧＩＳへの認識を変えることからはじめる。 

 
(１)日常、ＧＩＳの恩恵への認識は低いのが現状 

 現在は、カーナビやガーミンなどのハンディGPS、

ハザードマップ、スマートフォンでも表示出来る

WebGIS・WMSなどが一般社会に普及し、ＧＩＳはよ

り身近な存在になっている。「ＧＩＳ」を知らずと

も、多くの人はＧＩＳに道案内アプリやカーナビに

触れたり、何らかのＧＩＳの恩恵を受けている。し

かしながら建設の現場においては、ＩＣＴ施工やＢ

ＩＭ／ＣＩＭへの積極的な取り組みは見られるもの

の、ＧＩＳは敷居が高いイメージが漠然ともたれて

おり、積極的に活用し働き方改革を進めようという

事例がなかなか見受けられない。 

 日高自動車道の改築事業受注者と苫小牧道路事務

所の技術系職員及び監督支援担当技術者を対象とし

た建設ＤＸに関する意識変化を把握すべく、令和4

年4月（Beforeとして）と令和4年12月(Afterとし

て）の「各項目について自分の仕事に関連性が深く

すでに活用を行っているか。」の問いにより活用意

識の変化についてのアンケートを実施した。図-1よ

り受注者においては、遠隔臨場やＩＣＴ施工への 

 

 
図-1 受注者の建設ＤＸへの認識調査 

（Before：令和4年4月時点） 

 

 
図-2 発注者･監督支援業務の建設ＤＸへの認識調査 

（Before：令和4年4月時点） 
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活用意識が高いが、ＢＩＭ／ＣＩＭとＧＩＳに関し

ては活用意識が低いことが示された。図-2より技術

系職員及び監督支援担当技術者においては、受注者 

ほどの活用意識の高さは見られず、特にＢＩＭ／Ｃ

ＩＭの低いことが目立つ。これは、発注者が３次元

モデルを必要に迫られて自ら作図するなどの接触機

会が無いことが考えられる。またＧＩＳに対しても

活用意識は低い。 

そこで、当事務所では土木技術者のみならず建設

現場の作業員に至るまで、一般に普及しているＧＩ

Ｓアプリケーションである大手インターネットサー

ビス会社が提供するウェブマッピングプラットフォ

ームのコンシューマ向け地図（以下、マイマップと

記述）を積極的に活用し、皆が建設ＤＸの働き方改

革の恩恵を受けられないか模索した。 

 

(２)ＧＩＳのハードルを下げるマイマップ活用 

 マイマップの活用における利点は、日常生活での

ツールを使用し情報が見られるため、ＧＩＳ技術を

活用している感覚が薄く、データ作業に馴染みのな

い従事者でもＧＩＳに対して苦手意識なく利用が可

能である。 

 

≪マイマップの利点≫ 

ア 普及率が９割を超えたスマートフォンの常用性

（日常から操作への慣れ）、通信料金が安価 

イ リアルタイムに閲覧共有可能 

ウ 編集権限を与えたユーザと共同作業可能 

エ 日常生活での活用工夫が反映出来るため、 

無理のない技術研鑽が可能 

 
(３)マイマップ活用の事例 

 ひとりでも多くの方にマイマップの活用を促すべ

く、いろいろな手法を試みた。それらを以下に示す。 
 
ア 苫小牧道路事務所の委託運転手とのダンプ 

出入り口などのマイマップ共有(写真-1) 

 
写真-1 事例その１ ダンプ出入り口 

 

イ 現場作業員やオペレーターとの作業箇所の確

認などのマイマップ共有(写真-2) 

 
写真-2 事例その２ 現場における作業箇所の確認 

 

ウ 現場への資材搬入車両との資材取卸位置など

のマイマップ共有(写真-3) 

 
写真-3 事例その３ 資材搬入車両との資材取卸位 

 

エ 現場視察や見学への案内としてマイマップ共

有(写真-4) 

 
写真-4 事例その４ 現場視察や見学への案内 

 

オ 会議（工事円滑化会議、設計変更確認会議）

や打合わせ時の資料としてマイマップ共有(図-3) 

 
図-3 事例その５ 円滑化会議など打合わせ時の資料 

（マイマップからGoogle Earth3)へ出力） 
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カ マイマップで宝探し。安価に“楽しむ現場”

を演出！(写真-5) 

 
写真-5 事例その６ マイマップで宝探し 

 

キ 常に袖のスマホにある維持台帳図～台帳図の

マイマップ化～(図-4) 

 
図-4 事例その７ 台帳図のマイマップ化 

 

カ エゾシカのロードキル分布をマイマップによ

り一般公開(図-5) 

 
図-5 事例その８ エゾシカロードキル分布 

 

(４)マイマップの活用を実践したなかで気付かされた 

インターフェースの重要性 

 知識レベルを問わず多くのユーザにマイマップを

使ってもらうためには、インターフェース（接点）

を工夫する必要が有ることが判明した。単にメール

や LINE などでリンク先を知らせても、なかなか活

用の行動には移らないことが多い。 
 単純にワンタップでマイマップを表示することが

必要である。以下に有効と考えられる方法を示す。 
ア 直接目的のサイトを表示できるＱＲコード 
イ スマートフォンのホーム画面に直接目的のサイ 

トを表示できるショートカット 

なお、複数のリンクボタンなどを並べ、選択を迫

る方法は、ユーザに混乱を招くため注意が必要であ

る。 

 
３．ＧＩＳプラットフォームの将来利用に向けた取り組み 

 

 ここでは、日高自動車道の維持管理段階でのＧＩ

Ｓプラットフォームの将来利用を念頭に、ＧＩＳソ

フトウェア製品であるArcGISによる本格的なＧＩＳ

活用に向けた取り組みを報告する。 

 
(１)本格的なＧＩＳ活用への課題 

 マイマップの活用により、データ作業に馴染みの

ない従事者でも苦手意識なく日常生活でのツールと

してＧＩＳ技術を使用するようになった。これを契

機として、今後も様々なデータがオンライン上で共

有されることが想定される。 

 しかしながら、維持管理段階でのＧＩＳプラット

フォームの将来利用を念頭に置いた場合、データの

収集・蓄積・分析・利活用のデータサイクルを回す

ことが重要であり、以下の課題が挙げられる。 

 

≪ＧＩＳプラットフォームの利用に向けた課題≫ 

① データの収集：道路維持台帳図などの情報を一

部の従事者が共有。幅広いデータの収集には、

多くの従事者の参加が必要。 

② データの蓄積：マイマップで作成されるＫＭＬ

ファイルには、ファイルサイズに制限があるた

め、データを効率的に蓄積する方法が必要。 

③ データの分析：現在はデータの閲覧に特化。本

格的なＧＩＳ活用には、データベースとしての

利用やデータ分析への対応が必要。 

④ データの利活用：ＧＩＳ活用に向けたＫＭＬフ

ァイルの変換やWebアプリへの対応が必要。 

 
(２)課題に対応した ArcGIS 製品の使用 

本取り組みでは、この課題に対応するツールとし

て、デスクトップアプリ「ArcGIS Pro」とオンライ

ンアプリ「ArcGIS Online」という2つの製品を使用

した（表-1）。ArcGISは、米国Esriが提供する 世

界トップシェアを誇るＧＩＳソフトウェア製品1)で

あり、日本国内においても、民間企業、各省庁、地

方自治体、研究機関、大学等の様々なシーンで広く

利用されている。 

ArcGIS Proは、地理情報および関連情報を統合し、

利活用するための一連の機能（情報の可視化/解析、

データの作成/管理/出力 等）が利用可能な高機能

デスクトップアプリである。ＧＩＳ知識があれば高

度な解析が可能であるが、ハイスペックＰＣへのソ

フトウェアのインストールが必要であり、ＧＩＳ知

識が多く求められる点が特徴である。 

一方、ArcGIS Onlineは、業務に特化したＷｅｂ

アプリを作成することで、他のユーザーのデータに、

いつでもどこでも、必要な時にアクセスして利用可

能なオンラインアプリである。一般的なＷｅｂブラ
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ウザが動作可能なタブレット・ＰＣで使用すること

ができるため、デスクトップアプリに比べて簡易的

な環境でＧＩＳの取り組みが可能となっており、基

本的に通信環境が必要である点（現地調査用Ｗｅｂ

アプリなどでは、オフラインで利用可能）が特徴で

ある。 

 

ArcGIS
製品

デスクトップアプリ オンラインアプリ

動作環境

•ハイスペックPCが必要

•インストールが必要

• 一般的なWebブラウザが
動作可能なタブレット・PC

• インストール不要

通信環境

•オフライン利用可

※一部のサービス利用には

通信環境が必要

• 通信環境が必要

※オフラインで利用可能な

Webアプリあり

特徴

•ローカルまたはサーバ上
にデータ保存

•GIS知識があれば高度な
解析が可能

• クラウド上でデータ共有

• 簡単な操作で使用できる
Webアプリを構築可能

ArcGIS Pro ArcGIS Online

簡易的な環境
で取組み可能

 
表-1 ArcGIS製品の概要 

 

(３)ＧＩＳの取り組み体制 

ＧＩＳの取り組みについては、多くの従事者に参

加してもらうことが目標である。そのため、ArcGIS

製品の使用にあたって、ＧＩＳデータの取り扱いに

慣れている従事者を『ＧＩＳ運用者』と設定し、デ

スクトップアプリ「ArcGIS Pro」を使用した一連の

ＧＩＳデータの取り扱い、ＧＩＳプラットフォーム

の基盤やＷｅｂアプリの構築を実施する体制とした。 

また、日常的にＧＩＳに慣れていない従事者は、

『ＧＩＳ利用者』と設定して、オンラインアプリ

「ArcGIS Online」を使用し、運用者が構築したＷ

ｅｂアプリで閲覧する体制とした。 

これにより、ＧＩＳに苦手意識のある従事者にも

取り組みやすく、ＧＩＳ導入のハードルを下げるよ

うにした。 

 

４．ArcGISによるデータ収集と蓄積 

 

 前述の通り、マイマップで作成されるＫＭＬファ

イルを効率的に収集・蓄積する方法が課題である。

ここでは、ＫＭＬファイルの概要と、ＧＩＳデータ

としての効率的な収集・蓄積について報告する。 

 

(１)ＫＭＬファイルの概要 

 ＫＭＬファイルは、ArcGIS EarthやGoogle Earth

などのアプリケーションで地理フィーチャを表すた

めに使用されるXMLベースのファイル形式である2)。

多くの無料アプリケーションで表示できるため、非

ＧＩＳユーザーと地理データを共有するための一般

的な形式になっている。 

 一方、３Ｄ地表ブラウザーでフィーチャー（ポイ

ント、ライン、またはポリゴン）を表示するために

作成されたファイル形式であり、２Ｄ画面では正常

に動作しないことがある。ArcGIS Onlineにおいて

も、一部の機能に制限があるため、本取り組みにお

いては、ＫＭＬファイルをＧＩＳデータに変換する

ことで対応した。 

なお、ArcGISを開発する米国Esriでは、引き続き

ＫＭＬファイルのサポートを拡大する予定である。 

 

(２)データ形式によるデータ容量の違い 

 効率的にＧＩＳデータとして収集・蓄積するため

には、データ容量を抑えることが重要である。ここ

では、沼ノ端IC～厚真IC間の竣工図面のＫＭＬファ

イルを対象として、複数のデータ形式に変換した際

のデータ容量の違いについて検証し、報告する。

（図-6） 

 

≪データ形式によるデータ容量の違い≫ 

① ＧＩＳデータ変換：ＫＭＬファイルをＧＩＳデ

ータ変換した状態（フィーチャレイヤー）。レ

コード数が多く、データ表示に時間がかかる。

本検証においては、オリジナルデータのＫＭＬ

ファイルよりもデータ容量が増加。 

② データ結合後：ＫＭＬファイルに含まれる色情

報からデータ結合したデータ形式（フィーチャ

レイヤー）。データ容量が軽くなり、表示速度

がある程度向上。 

③ タイルレイヤー：データ編集を行わず下図とし

て使用するデータに有効なデータ形式。データ

容量が最も軽くなり、表示速度が最も向上。 
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図-6 データ形式によるデータ容量の違い 

（日高自動車道 沼ノ端IC～厚真IC間の竣工図面の場合） 

 

 本検証においては、③タイルレイヤーによるデー

タ形式の容量が最も軽く、表示速度が最も向上した。

ただし、視覚化に特化したデータ形式であり、デー

タ編集が伴うデータには不向きであるため、使用目

的に合わせた選択が必要である。 
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データ
容量

テータ形式の概要 特徴

KML
ファイル

45.4MB • オリジナルデータ

①GIS
データ変換

61.8MB
•KMLファイルをGIS
データ変換した状態

•108,453件のレコード

• レコード数が多く、データ
の表示に時間がかかる

②データ
結合後

28.2MB
•色情報でデータ結合
（ペアワイズディゾルブ）

•24件のレコード

• データ結合によりデータ
容量が軽くなり、表示速
度がある程度向上

③タイル
レイヤー

12.4MB
•比較的静的なデータ
を視覚化するための
形式

• データ容量が軽く、デー
タの表示が速い

• 編集を行わず下図として
使用するデータに有効

 
表-2 データ形式の概要と特徴 

 

５．ArcGIS Onlineによるニーズに合わせたＷｅｂアプリ 

の構築 

 

ここでは、ArcGIS Onlineによるニーズに合わせ

たＷｅｂアプリの構築について、報告する。 

 

(１)ArcGIS Online の種類と特徴 

 ArcGIS Onlineでは、オンライン上にアップロー

ドしたデータをＷｅｂブラウザー上で表示するクラ

ウドＧＩＳ「マップビューアー」（編集者向け）の

他、データの表示に特化した「Ｗｅｂアプリ」（閲

覧者向け）を作成することができる。（表-3） 

 

ArcGIS
Online
の種類

オンラインアプリ

特徴

• データテーブル、凡例、ラ
ベルの表示設定

• 計測、チャートの作成な
どのGIS機能の利用

• 新規データの追加

•データの表示に特化した
Webアプリ

•タブレットなどで簡易的に
確認するのに最適

•データ追加などに不向き
（アプリによる）

ArcGIS Online

マップビューアー

ノンプログラミングで
カスタムWebアプリを作成

Webアプリ

 
表-3 ArcGIS Onlineの種類と特徴 

 

 「マップビューアー」は、ArcGIS Onlineの標準

的なクラウドＧＩＳであり、データテーブル、凡例、

ラベルの表示設定に加え、計測、チャートの作成な

どのＧＩＳ機能、新規データの追加が可能である。

(図-7) 

マップビューアー
 

図-7 ＡｒｃＧＩＳ Ｏｎｌｉｎｅのマップビューアーの表示例 

 一方、データ表示に特化した「Ｗｅｂアプリ」は、

オンライン上にアップロードしたデータを使用目的

に合わせて表示方法を変更したり、機能を内蔵した

りすることで、独自のマップをノンプログラミング

で構築が可能である。（図-8）なお、３Ｄ表示が可

能なＷｅｂアプリもあるため、Google Earthのよう

な使用も可能である。（図-9） 
 

Webアプリ
 

図-8 ＡｒｃＧＩＳ ＯｎｌｉｎｅのＷｅｂアプリの表示例 
 

Webアプリ
 

図-9 ＡｒｃＧＩＳ ＯｎｌｉｎｅのＷｅｂアプリ（３Ｄ）の表示例 

 

(２)外部サービス（クラウドサービス）を利用した取り組 

みについて 

 本取り組みでは、公示用等資料のデータを効率的

に蓄積する方法として、米国Esriが提供するクラウ

ドサービスを利用している。 

クラウドサービスについては、十分な情報セキュ

リティ対策及び管理策がなされているかをチェック

リストにて確認した上で、外部サービス（クラウド

サービス）の利用申請手続きを行い、許可が完了す

ることで利用が可能である。 

 なお、今回は、維持管理台帳図などのＣＡＤ図面

が主であったが、機密情報の格付けを上げることで、

より機密性の高い情報を取り扱うことが出来るため、 

データ活用の範囲が広がる。 

 

６．建設DXへの意識の変化 

 
 ２.(１)に前述した、日高自動車道の改築事業受

注者と苫小牧道路事務所の技術系職員及び監督支援

担当技術者へ建設ＤＸに関する活用意識調査の令和

４年１２月(After：時点）での結果によると、双方

においてすべての項目に対して意識の上昇が見られ

た。ＧＩＳに関しては、まだ活用意識を高める伸び
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しろがあるため、今後も活用を促す努力が必要と認

識した。（図-10、図-11） 

 
図-10 受注者の建設ＤＸへの認識調査 

（After:令和4年12月時点） 
 

 
図-11 発注者･監督支援業務の建設ＤＸへの認識調査 

（After:令和4年12月時点） 

 

７．GISの活用における効果 

 

 今回の取組みにより以下の効果が確認された。 
 
(１)入門編のマイマップについて 

① スマートフォンで即時、情報やスキルを得るこ

とができるため、作業従事者のスキルアップが

図られ、労働時間短縮や作業コストの縮減につ

ながり、生産性が向上した。 

② 作業予定箇所、調査結果報告を“見える化”し

共有することにより、現場確認作業の減少、移

動時間の減少、作業効率の向上、ペーパーレス

化が実現されており、カーボンニュートラルや

コスト削減に貢献している。 

③ 伝達に必要な道路情報をクラウドサービスや地

図上に反映させることで視覚的に情報を伝達可

能なため、現場作業従事者や発注者、第３者へ

道路情報を説明する際、より理解を得ることが

可能となった。 

④ データの取り扱いに慣れていない作業従事者で

も日常ツールを活用した日々の作業の中で情報

に触れる機会が多くなるため、自然に技能習得

が可能となった。 

 

(２)ArcGIS Online について 

① マイマップで実施したい内容は、ArcGISOnline

を介することでＫＭＬファイルを読み込む際の

親和性が高く、無理なくデータを引継ぎができ

ることを可能となった。 

② 機密情報について、データ活用の範囲を利用者

ごとに設定することで活用シーンに応じた様々

なセキュリティ対応が可能となった。 

 

８．まとめ 
 

 従来のＧＩＳ活用方法においては、一般にはデー

タを扱いづらく、ＰＣ等スペックが高い端末が必要

であり、図面やデータの取り扱いは専門知識を有し

た技術者でなくては扱えないという固定概念があっ

た。しかし、今回の取り組みにより、誰もが手軽に

操作しているスマートフォンで馴染みのあるＧＩＳ

サービスアプリケーションを活用し、道路情報の

“閲覧手順の簡素化・見える化・データの携帯化”

が可能であるとともに、現場作業でのＧＩＳ技術の

さらなる常用化の可能性が明らかとなった。改築事

業において蓄積したＧＩＳデータは、そのまま道路

維持管理に活用できるとともに、比較的複数年の恒

常的な作業員やオペレータの雇用を行う通年維持除

雪工事においては、ＧＩＳサービスアプリケーショ

ンを使い続けることで練度が増すことから更なる働

き方改革につながるものと考える。 

今後は、建設ＤＸのＧＩＳプラットホームとなる

ArcGIS Onlineでの構築を進め、多様なニーズにも

素早く対応できるようなデータマネジメント手法の

確立にも先導事務所の取り組みとして深化させてい

きたい。 
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